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三陸鉄道の概要
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【名 称】三陸鉄道株式会社
【設 立】昭和56年11月10日
【所在地】岩手県宮古市栄町４
【資本金】３億600万円
【株 主】岩手県47.1％、宮古市4.4％、(株)岩手銀行3.9％、

大船渡市3.8％、日本製鉄(株)3.3％ 等
【事 業】鉄道事業、旅行業、物品販売業 等

会社概要

【営業開始】
・三陸鉄道（北リアス線・南リアス線）：昭和59年４月１日

（国鉄宮古線・久慈線・盛線より転換）
・JR山田線：昭和10年11月17日

（３度の延伸を経て昭和14年９月17日に全線開通）
→宮古駅-釜石駅間について、東日本大震災による不通
を経て、平成31年３月23日に三陸鉄道へ移管され、リ
アス線として運転再開（平成31年１月31日付けで鉄道
事業再構築実施計画を認定）

【路線延長】163.0km
【駅 数】41駅
【列車本数】※いずれも令和３年度定期列車
・盛～釜石：22本/日
・釜石～宮古：22本/日
・岩手船越～宮古：１本/日
・宮古～久慈：24本/日
【保有車両】26両（平成31年３月末時点）

鉄道事業概要
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三陸鉄道の輸送実績

◆東日本大震災での被災後、復旧による運転再開や、各種の企画列車等の利用促進策により、震災前の約３分の１に落ち込
んだ輸送人員は徐々に回復。JR山田線（宮古-釜石間）の三陸鉄道への移管を経て、輸送人員は大幅に増加したものの、足下
ではコロナ禍の影響により再び利用が大きく落ち込んでいる。
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平成23年3月11日
東日本大震災発生

平成31年3月23日
宮古・釜石（三陸鉄道に移管）

運転再開

平成26年4月
南北リアス線
全線運転再開

令和元年10月
台風19号被災（千人）

（出典）三陸鉄道事業報告等より作成
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三陸鉄道の収支状況

◆運送収入を増加させる各種の取組を実施しているものの、宮古-釜石間の移管に伴う人件費、修繕費、動力費等の経常費用
の増加が収入の増加を上回り、経常損益としては赤字額が増加傾向、国や自治体の支援等で補填している状況。累次の災
害やコロナ禍の影響ものしかかっている。
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（出典）三陸鉄道事業報告等より作成
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三陸鉄道の今後

◆三陸鉄道の沿線自治体では、岩手県内の他自治体より早いペースで人口減少が進んでおり、地域の利用者は一層減少して
いく可能性があるところ、地域のニーズのきめ細かな把握や利便性向上策が課題であると考えられる。

◆また、三陸鉄道では、これまで様々な観光列車・イベント列車等の利用促進策を打ってきており、利用者からも好評の声をい
ただいているところ、三陸鉄道だからこそ体験できるような、観光客等が乗りたくなる仕掛け作りが今後も重要であると考えら
れる。

三陸沿岸地域の人口推移

（出典）岩手県人口ビジョン

こたつ列車 震災学習列車

かいけつゾロリ列車

プレミアムランチ列車

（出典）三陸鉄道HP



２．ＢＲＴ（バス高速輸送システム）の特徴

① 専用道路等を走行するため、通常の路線バスに比べて定時性・速達性が高い。
② 利用状況により比較的容易に路線の設定・変更が可能。
③ 建設コストが鉄道と比較して安価。
④ 地震発生から津波来襲までの間の避難が、鉄道と比較して容易。

３．ＢＲＴによる効果

駅（停留所）に設置された

バス・ロケーションシステム

③ 沿線地域の要望を踏まえ、駅（停留所）の新設・移設を実施。

ØJR気仙沼線：７駅の新設、８駅の移設。
ØJR大船渡線：１５駅の新設、５駅の移設。

④ 運賃は鉄道と同額 。
⑤ ノンステップ型ハイブリッドバスの導入。
⑥ ロケ－ションシステムにより携帯電話等で運行状況を確認することが可能。

専用道を走行中のＢＲＴ車両
（気仙沼線）

ØJR気仙沼線：１日上下２２本（震災前の鉄道）⇒１日上下６８本（続行３本含む）（ＢＲＴ）
ØJR大船渡線：１日上下１９本（震災前の鉄道）→１日上下５３本（ＢＲＴ）※平日

① 鉄道運休中の区間を専用道化することで、定時性・速達性を確保。
② 運行便数は震災前（鉄道）の１.５倍～３倍程度。沿線高校生等の要望を踏
まえたダイヤ改正、JR気仙沼線の前谷地への延伸を実施。
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・東日本大震災により被害を受けたJR気仙沼線・JR大船渡線の復旧について、JR東日本と
沿線自治体とで協議を行い、BRTによる本格復旧を行うことで合意。

ＪＲ気仙沼線・大船渡線におけるBRTの運行について
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ＪＲ気仙沼線・大船渡線BRTの利便性確保の取組例

6（出典）JR東日本提供資料



気仙沼線BRT（上⿅折線含む）輸送⼈員

132,362

419,433 419,804 428,868 414,850 410,651
429,179 434,717

331,968

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

10,427

204,477

249,200

338,450

307,468
292,957 288,555 281,257

215,797

0

100,000

200,000

300,000

400,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
7

ＪＲ気仙沼線・大船渡線BRTの輸送実績

気仙沼線BRT 平均通過⼈員

⼤船渡線BRT 平均通過⼈員

（人）

⼤船渡線BRT 輸送⼈員
（人）

◆特に気仙沼線では、震災を経て、それ以前の減少トレンドを上回って利用者が減少。震災後は気仙沼線・大船渡線とも横ばい
～微減という状況だったが、コロナ禍の影響により足下では大きく利用者が減少。

（出典）JR東日本提供資料より作成



ＪＲ気仙沼線・大船渡線BRTの今後
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利用者の声

・運賃も鉄道並みであり利用しやすい。運行本数
が増えて便利になった。

・買い物がしやすい場所や病院前に駅が設置され
て便利になった。駅も快適で満足している。

・交通系ＩＣカード導入により、スムーズに乗降
できる。

・スピードや 到達時分、運行の安定性について
も概ね満足・不都合ない。

（単位：人） R2 H22 増減 増減率

大船渡市 34,728 40,737 -6,009 -14.8%

陸前高田市 18,262 23,300 -5,038 -21.6%

気仙沼市 61,147 73,489 -12,342 -16.8%

登米市 76,037 83,969 -7,932 -9.4%

南三陸町 12,225 17,429 -5,204 -29.9%

岩手県 1,210,534 1,330,147 -119,613 -9.0%

宮城県 2,301,996 2,348,165 -46,169 -2.0%

◆利用者からはBRTについて概ね満足の声が上がっており、生活の足としての一定の定着が見られる。一方で、沿線人口の減
少は急速に進行することが予想されるほか、柔軟なダイヤ設定や、主要駅のみに停車する便への要望等もあり、地域のニー
ズを踏まえた一層の利便性向上が課題。

◆また、今後の専用道の維持更新に関する費用負担や、将来的な運転手の確保といった課題もあり、運行の一層の効率化も求
められるところ、現在、BRTの自動運転化に向けた実証実験が実施されている。

BRT沿線地域の人口推移

（出典）国勢調査より作成
（出典）JR東日本提供資料


